
研究ノート

旧真田山陸軍墓地に建立された野田村遺族会の
墓碑169基について
Research　Notes

横山篤夫

はじめに

　大阪市天王寺区真田山町から玉造本町一帯にひろがる旧真田山陸軍墓地には，1998年1月現在
　　くい
5，299基以上の墓碑が静かに並んでいる。この墓碑群のなかに，他の墓碑と著しく異なっている169

基の墓碑がある。その相異点をあげれば次のようである。

　（P　「大阪府南河内郡野田村遺族会」という一つの村の遺族会が，一括して村の戦没者の墓碑を

　　建立していること

　（2）遺族会の碑に「昭和23年9月24日建立」とあり，戦後にまとめて建てられたこと

　（3）旧陸軍墓地なのに，ここにだけ海軍の戦没者の墓碑も含まれていること

　④　墓碑の石質が他の墓碑とは異なること

　〔5）将校・下士官・兵士の墓碑が混在して同一規格で二列に並んで建っていること

　なぜこのような異質の墓碑が建てられたのかを疑問に思い，この野田村遺族会の墓碑が建立され

た経緯を明らかにする必要を感じた。その際，野田村の全戦没者が対象となっているのか，なぜ

1948（昭和23）年に一括建立することになったのか，戦没者の遺骨はどこに納められているのか，

図1　旧真田山陸軍墓地
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追悼行事はどのように行なわれてきたのかなども課題として浮上した。本稿はこれらについて，現

在までに判明したことをまとめたものである。

　1　野田村の概況

　ここでとりあげる野田村は，1889（明治22）年から1950（昭和25）年まで，僧行基が開いて有名

な狭山池の北側にあった地方自治体で，初めは大阪府丹南部に，1896（明治29）年からは南河内郡

に所属した。北野田，南野田，高松，丈六，西野新田の5か村が1889年に合併して野田村が成立し，

旧村名は大字名として残った。野田村発足時の人口は1，999人であった。

　1950年，西隣の大草村と合併して登美丘町となったが，この時戸数1，542戸，人口は6，752人とな

った（図2参照）。

　さらに登美丘町は，1962年に堺市に合併され，旧野田村は大阪府堺市北野田，南野田，高松，丈

　　　　　　　　　くわ
六，西野となっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　
　登美丘町が発足して4年後に，その経済について概観した次の記述は，端的にこの地域の特徴を

とらえている。

　　本町の経済発展の跡を顧りみるには，先づそれが本質的に相異る三つの要素から構成されてい

　　ることが考えられる。即ちその第一は旧野田村を中心とする水田農業と旧大草村を中心とする

　　畑作農業であり，第二は現代になって交通上の要駅として急激に発展した旧野田村大字西野を

　　中心とする商圏の拡大と，旧大草村に多い工業の発展である。第三は昭和六年関西土地会社に

　　よる大美野住宅地経営の結果，急激な人口の増加と共に当町の人々が商業上又は公務員として
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図2　登美丘町のなかの旧野田村の5つの字
　　出典：『登美丘町史』挾込地図の縮小図に加筆。

　　○で囲んであるのが旧野田村の字名である。
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　　大阪市を中心にその活動範囲を拡大したこ

　　とである。以上の三者が互いに因果関係を

　　保ちながら（中略）南河内郡西部の経済的・

　　文化的中心地たる地位を占めている。

　つまり野田村は，水田を主とした農村だが，

その中央を南海高野線が走り，1914年に北野田

駅が開設されて駅周辺には商店街が形成され，

さらに1931年には大規模な宅地開発が開始され
　　　　くめ
高級住宅街を包含して人口を増加させていった。

因みに国勢調査によると，野田村の人口は1920

年から1935年にかけて1．75倍に増加している。

これは南河内郡全体の同じ期間の人口増加1．29

倍を大きく上廻るもので，

ている（表1参照）。

表1　野田村の人口の推移

年　度 人　口 記 事

1889（明治22）　1，999人

1920（大正9）　2，378

1925（大正14）　2，755

1930　（日召禾日5）　　3，329

1935　（日召禾［」10）　　4，168

1947　（日召ポ日22）　　6，369

野田村発足

内男2085人女2，083人

内男3，073人女3，296人

出典：1889年は『登美丘町史』273頁，1920，1925，

　　1930，1935年は国勢調査に，1947年は「野田大草

　　両村合併調査委員会報告書」による。なお，1935

　　年から1947年の急増については，疎開による人口

　　増の影響も大きい。野田国民学校の児童数は，

　　1940年に883人だったのが1945年には1158人にな

　　っている。これは疎開者の児童と学校単位の疎開

　　児童の転入学の両方の要因による。

この間の野田村の社会増の傾向を示し

　その後アジア太平洋戦争の末期に，大阪市等からの疎開で人口

が増えるが，戦後次第に旧に復した。そして大阪市の近郊住宅地

として，特に高度経済成長期には小規模な宅地開発が進み人口が

増加してきた。

　1998年現在，この地域は「高野線北野田駅前再開発事業」と名

付けられた堺市東南部の地域核拠点市街地の形成をめざす再開発
　く　り

事業によって，急速にその景観を変えつつある。1996年8月，堺

市によって市街地再開発組合が設立され，2003年にその事業完了

が予定されている。そのため住民の異動も頻繁になってきており，

泉大津美原線

西B地区。地蝿

図3　北野田駅前開発事業の

　　指定地区
　　出典：『広報さかい』1997．

　　　10．1付け

殊に再開発事業の指定地区に該当する西野・丈六・高松とその周辺は，旧野田村以来の地域共同体

をそのまま維持するのは困難になりつつある（図3参照）。

　この南地区と指定さた区域には，北野田，南野田，西野の共同墓地があり，かつては土葬で犬な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けラ
どに死体を荒されないように「いがき」でかこった風俗があったという。北野田駅南方約100メー

トルの西除川沿いの低地に多数の墓石があったが，1997年6月に高野線沿いの更に南方の新しい墓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ　ト
地に移転が完了し，跡地は商業施設などが整備される予定になっている。この古い墓地の駅からの

入口の一区画に野田軍人墓地（後述）があったが，これも既に移転が終了した。

　2　墓碑建立の経緯

　これまで述べて来た社会的変動に加えて世代の交代もあり，半世紀前の戦後間もない時期の出来

事については，次第に地域の人々に尋ねてもわからなくなりつつある。

　旧真田山陸軍墓地に1948年9月24日に墓碑を建立した野田村遺族会についても，この事業に直接

携わった中心人物は既に亡くなっていて，直接話を伺うことは出来なかった。この野田村遺族会は，

その後小学校区を基に分割され，堺市遺族会の分会として野田（主に北野田，南野田地域），登美
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　　　　　　　　　　　図4　地元軍人墓地の所在位置
1980年3月30［1発行の地形図『1†r市』（1：25、000）国十地理院の部分を86％に縮小し加筆したもの、旧

野田村の字名を［：］で囲んだ。Oは地元軍人墓地の所在位置を示す，　Aは野田軍人墓地、　A’は1997

年6月移転後の野田軍人墓地を，Bは東登※丘（高松）軍人墓地を示す，本図の使用は国｛二地理院の承

認を得ている．

丘東（主に高松，丈六，西野地域で一部に旧大草村の地域も含む）を単位に活動してきた。そこで，

この遺族会の責任者，関係者から墓碑建立の経緯と，旧村や遺族会としての慰霊・追悼行事の概要

　　　　　　い
を聞きとったものをまとめたものが次の各箇条である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱの
　田　墓碑建立の中心になったのは，西野の有力者だった松井良一氏で数年前に亡くなった。北野

　　田，南野田，西野，高松，丈六の有力者が協力して進めたが，そのメンバーも現存していない。

　　松井氏の遺族に書き付けなどが残ってないか聞いたがないということだった。

　（2）従ってなぜ一括して建立することになったのか，については明らかにできないが，野田村総

　　出でつくる雰囲気だったことは憶えている。遺族全員が参加したとは断言できないが，殆んど

　　知っている人は参加していたように思う。ただ中には反対した人もいて強制ではなかったとい

　　う記憶の人もいる。「登美丘町史』にもこの経緯は全く触れていない。

　〔3）墓碑は村の石屋が造った。青年団も総出で，トラックで真田山陸軍墓地の入口まで入り，そこ
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図5　野田軍人墓地

撫餐＝

図6　登美丘軍人墓地（高松軍人墓地）

　　図5・6とも岡本寅・著『堺市旧野田村の

　　歴史』所収

図7　移転後の野田軍人墓地

　から青年団員が奥の建立地まで運んだ、人によっては，

　墓碑は馬力で運んだ，と聞いた人もいる。

剛　このための資金がどこから出たのかはわからない。

　ただ，当時どの家もそんなに余裕があった訳ではない

　し，軍人恩給もなかった時代だったから，お金を集め

　て作るという話だったらまとまらなかったのではない

　か，といわれると確かにそうだという気がする。しか

　し青年団に参加したが，資金の話は聞いた憶えがない。

（5）真田山の墓地は整然としていたし，慰霊祭の前には

　村の人が掃除をしに行った（図8，図9参照）。慰霊

　祭には村中で行ったと思う。遺族は勿論だが，村の有

　力な人も沢山行った。ただ遠いので大変だったし，命

　日にお参りに行くというようなことはしにくかった。

　そんなことで不満も出たようだ。

（6）そのためかどうかはハッキリしないが，1950年頃，

　北野田，南野田，西野の共同墓地の上の約100坪の土

　地を所有者が無償で提供する話があり，そこに野田軍

　人墓地が北野田，南野田，西野の遺族によって作られ

　た。この時は1軒3，000円ぐらい出したと思う。残り

　は登美丘町が出してくれたように思う。だから全員参

　加ではなかった。全部で89基あり，基本的には真田山

　のと同じ墓碑だが，希望により大きな墓碑にしたとこ

　ろもある（図5参照）。

（7）同じ野田村でも高松と丈六は昔から火葬をしていて，

　高松の西方に数百基の墓石の並ぶ高松共同墓地がある。

　現在は旧大草村等も含むが，その一画に登美丘（高

　松）軍人墓地が遺族年金を拠出して作られたのは，軍

　人恩給が出だした頃だった。1991年には軍人墓地の周

　辺を整備し，1995年には50年祭を遺族会で行なった。

　138基の墓碑があるが，高松，丈六の分は54基で，軍

　人墓地のと同じ墓碑だが，希望者は各自で負担して大

　きな墓碑もある（図6参照）。

（8）野田と登美丘の軍人墓地ができてからは，真田山に

　お参りするのは疎遠になった。月の命日やお盆には地

　元の軍人墓地にお参りする遺族も少なくないが，真田

　山には一般の入は関心が薄いと思う。数年前に，遺族

　会の役員らで真田山に行き，判読しにくくなった墓碑
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図8　2列に立ち並ぶ野田村遺族会の墓碑
　　（旧真田山陸軍墓地内）

レ図9　野田村遺族会の墓碑（1日真田山陸軍墓地内）

　　に墨を入れた。

　（9）野田軍人墓地は，再開発事業の道路にかかるということで，1996年6月に新しい墓地の一画

　　に移した（図7参照）。この時掘り出した中に「昭和25年」と埋める時に墨書した包があって，

　　1950年頃野田軍人墓地が作られたことがわかった。

　⑩　遺骨のあった場合，家墓に埋葬されていることが多いのではないか。真田山へは遺骨は持っ

　　ていってないと思う。記念品といったものを埋めたのではないか。地元の軍人墓地でも遺骨は

　　ないと思う。

　細かな点では，聞きとった人によって違う内容もあったが，大体共通して以上の点が明らかにな

った。

　そこで課題として残る何故1948年に建立されたのか，その資金は遺族の負担でなかったとすれば

どこから拠出されたのか，何故真田山だったのか，といった諸点について検討してみる。

　先ず1948年9月24日という日時に注目して，その前後の動向を追ってみると，次の事項が関連し

て挙げられる。

　1947年10月25日　野田，大草両村合併調査委員会が，両村合併による利害特質をまとめて報告書

　　　　を作成，これをもとに両村で検討するが，大勢は合併を可とし，1950年4月1日両村は全

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほユ　　　　　財産を新町に帰属するとの協議で合併し，登美丘町が発足した。

　1947年11月15日　旧真田山陸軍墓地が，戦後国家による祭祀や維持が出来なくなり荒廃していた

　　　　のを，四天王寺住職田村徳海氏らの発起人によって財団法人「大阪靖国霊場維持会」が作

　　　　　　　　　　　　　　　　はど　
　　　　られ法要が開始され整備された。

　野田村と大草村の合併については，何度も議論されてきたがその都度「その機が熟さず」として

実現を見なかった。しかし野田村が町制施行をめざすことを決めて大阪府の地方事務所に申請した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べヨ　ところ，大草村と合併して町制を施行してはどうかと勧告され，一気にその気運が盛り上がった．
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　そこで1889年以来の，野田村消滅に対する村民の愛惜の情は，新町実現への期待と共に強かった

であろうことは想像に難くない。また合併すれば当然各村の財産は新町に帰属する。そこで当時の

野田村の有力者達のなかで，野田村の保有している財産で，村民の帰属意識を保てる事業として戦

没者の墓碑建立が企画されたのではないか，というのが筆者の推理である。

　企画の中心になった松井良一氏は，西野が新田として開かれた頃からの縁起を持つ旭照寺の檀家

　　　　　　　く　
総代を長く務めた。当然仏教界の動きにも強い関心を持っていたことと推察される。四天王寺住職

の田村徳海氏らが発起人となった，旧真田山陸軍墓地の維持の動向について注目していたとしても

不思議ではないであろう。1947年11月15日に，財団法人として「大阪靖国霊場維持会」が成立した

ことが一つのインパクトとなったものと思われる。

　特に田村徳海氏は，当時の激動する仏教界にあっても注目される存在であった。1943年4月に青

蓮院門主から四天王寺貫主に特命転任された田村徳海氏は，1945年3月14日の大阪大空襲で国宝を

含む全山伽藍の殆んどを焼失するという困難に直面するが，1946年1月中世以来の天台宗の末寺と

いう関係から離脱して「自由・民主の立場」から独立寺院として立つことで新しい時代に即応した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ら　
四天王寺の再建をめざして，和宗総本山四天王寺管長大僧正として活躍していた。1946年10月5日

には，応急復興で竣工した四天王寺で時の吉田茂首相を迎えて，自由党近畿大会が開かれ地元の有

力者が相当数参加した。その話題は野田村の有力者であった松井良一氏の耳にも届いていた可能性

は強い。

　こうした流れの中で，村の有力者たちの戦没者の墓碑建立については，遺族たちの多くが賛同し

た。しかし一部ではあれ，反対した人もいたと記憶されている。そこで次に，野田村の戦没者全体

のなかで，旧真田山陸軍墓地に建碑されたのはどのぐらいの比重を占めるのか，なぜ反対があった

のか，その配列はどうしたのかについて検討してみる。

　3　旧真田山陸軍墓地の野田村墓碑

　野田村の全戦没者数については，正確な統計が入手できていない。しかし，1950年4月1日登美

丘町発足に際して当時の遺族会が作成した野田村の「日清・日露・日支・大東亜戦　戦死・病没者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　め
御芳名」に，238人の名簿が収録されている。

　旧真田山陸軍墓地に建立された野田村の全墓碑は169基だから，野田村の全戦没者が238人なら

71％に相当する。しかし，地元での調査を進めるうちに，この名簿は1950年4月段階のもので，こ

の名簿に収録されていない戦没者の存在も明らかになってきた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱわ
　そこで1996年頃に作成された「野田軍人墓地関係者一覧表」と，作成年次不詳の「登美丘軍人墓

地」（名簿）及び1948年に真田山に建立された墓碑の解読した銘文によって，先の遺族会の名簿を

補充したのが「南河内郡旧野田村　戦没死者名簿」である（表2）。野田村の墓碑は陸軍墓地内で

は一番新しかったが，村で作った石柱で損傷が激しく墓碑銘文も崩れて判読できない部分も少なく

ない。そのため一部は遺族会の名簿と照合できず，重複して掲載している可能性があるが，一応現

在それも含めて判明した268人の旧野田村戦没者名簿を検討の対象とする。

　先ず戦没死亡の時期が判明したものを，年単位で集計したのが表3である。この内の6人は，15

年戦争以前の戦没者だが，その内3人は真田山に墓碑が建立されており，従ってこれも除外せずに
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表2　南河内郡旧野田村戦没者名簿 （1）

整理番号　戦没年月日　　軍の階級 行年（歳） 戦没死亡場所 村の軍人墓地　真田山陸軍墓地　字名 出典

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
4
8
4
9
5
0

20

19

7
2
5
3
1
8
6
1
9
2
6
3
1
3
1
1
1
4
2
3
3
1
2
3
1
2
2
3
8
1
5
2
6
1
5
1
5
1
3
2
6
1
1
7
4
2
0
2
9
5
2
9
5
5
H
2
1
2
4
2
4
2
2
0
1
2
1
1
2
7
3
0
2
3
0
3
0
1
7

9
4
3
翫
吃
n
凱
＆
L
且
吃
ぽ
皿
Z
7
．
9
1
1
2
4
且
ぱ
n
n
⑤
ア
8
1
2
4
2
3
3
6
2
5
ア
2
1
2
4
7
．
7
1
2
6
1
6
1
0
3
1
U
8
3
U

5
　
　
　
　
　
　
．
＆
2
9
＆
9
L
．

9
3
3
4
ク
4
〃
〃
4
ク
〃
4
〃
ク
〃
〃
〃
ク
〃
ク
ク
〃
ク
4
〃
ク
ク
ク
ク
〃
ク
ク
〃
ク
〃
ク
〃
〃
〃
ク
ク
〃
ク
9
1
3
3
3
4
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
9
0
ゾ
0
ピ
Q
V
Q
V

　
　
　
　
　
O
】
　
　

O
V
　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

8
Q
V
O
ゾ
Q
V

1
1
1
1
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1

陸．一等卒

陸．軍曹

陸．上等兵

陸．上等兵

海．軍曹

海．二等工作兵

陸．上等兵

海．二等工作兵曹

海．一等機関兵曹

陸．兵長

陸．上等兵

陸．上等兵

陸．一等兵

長
長
尉
曹
長

曹
兵
中
軍
伍

陸
陸
陸
陸
陸

陸．伍長

陸．兵長

陸．上等兵

陸．曹長

陸．〔兵長ヵ〕

陸．上等兵

陸．伍長

陸．上等兵

陸．一等兵

6
6

2
9
］

0
3
5
2
35

8
4
9
2
4
5
4
4

2
2
3
2
2
2
3
2

9
3
8
6
2
5
3
7
1
4
4
2
0
0

3
3
2
2
2
2
2
3
3
2
3
3
3
3

7
‘
2
4
3

0
0
0
0

3
3
2
3
22

1
1
2
2
27

台湾〔口戦地口病院〕

山東省〔口荘二於〕

蘇州17師団第2野戦病院

仏領印度支那

中支徐州郊外豊財鎖

満州国奉天省岳城陸軍病院

上海陸軍第一病院

ニューギニア

比島カラバン南島沖合

外南洋方面夕霧内

中支

ビルマ方面

台湾方面

南方方面

黄海

南支那海方面

ソロモン群島方面

ニューギニアホルランジャ

広西省霊川東南部岩山坪

ビルマサウンザップ区トンヘ

ソロモン群島

バシー海峡

陸軍病院〔大阪陸軍病院〕

フィリピン

満州牡丹江省

N
N
NN

N

N
N
N
N
N
N
N
N
N

N
N
N

ルソン島マンテン河パンパ西方

フィリピンルソン島　　　　　N

フィリピンコレヒドール島

広東省曲江県皇櫨　　　　　　N

ビルマ　　　　　　　　　　　　N

河北省無点鯉　　　　　　　　N

ニューギニアウェワーク島　　N

ミンダナオ島ブーキノン州パリオ

ミンダナオ島

ニューギニア島セブ州ムビァン

濠北モロタイ水道

奉天陸軍病院

ビルマ

ビルマ

ノミトノVノ、享中

ルソン島　　　　　　　　　N

南方洋上　　　　　　　　　N

比島ミンダナオ島

台湾兵姑病院　　　　　　　N

陸軍病院　　　　　　　　　　N

北満

中支　　　　　　　　　　　N

中支湖北省淳道　　　　　　　N

北支山西省

満州国安東省

1の74

2の74

2の76

1の77

2の70

2の80

1の82

2の73

1の78

1の73

2の82

2の72

2の75

1の72

1の83

2の78

1の76

2の77

1の70

1の79

1の80

1の81

1の75

2の71

2の54

1の58

2の68

田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

野

〃
〃
〃
〃
〃
〃
ク
〃
〃
ク
〃
〃
ク
ク
ク
ク
〃
〃
ク
ク
〃
ク
〃
〃
ク
ク
〃
〃
〃
ク
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
ク
〃
ク
野
〃
〃
〃
〃
〃
ク

南
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北

遺族会名簿

〃

ク

〃

〃

ク

〃

〃

〃

〃

〃

ク

〃

〃

ク

〃

〃

ク

ク

〃

〃

ク

〃

〃

ク

〃

〃

〃

ク

〃

ク
〃
ク
〃
〃
〃
ク
ク
ク
ク
〃
〃
〃
〃
ク
〃
ク
ク
ク
ク
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整理番号　戦没年月日　　軍の階級 行年（歳）

田

：
：
：
㍑
6
・
：
6
3
6
6
6
：
6
9
m
刀
＝
：
膓
：
8
。
別
3
篇
㌃
；
9
。
田
助
器
C
；
；

1942．3．25

　〃．8。25

1943．11．12　陸．伍長

　〃．12．6　陸．兵長

　ク．11．2　陸．兵長

　ク．1α6　海．〔軍曹力〕

　〃．5．29　陸．兵長

1944．8．4

1946．

1949．2．27

1939．12．22

　〃．7．17

1942．5．29

17

28

17

25

16

5
2
2
1
8
2
2
4
1
2
1
6
1
4
1
9
2
9
1
3
5
8
2
1
4
2
0
7
2
0
2
1
4
5
2
8
2
0
1
2
2
0
3
0
8
5
2
0
1
2
1
1
7
2
9

1
7
H
7
9
ぴ
4
Z
4
臥
ぴ
白
軌
⑥
由
Z
ア
＆
翫
5
．
5
翫
ぱ
鉦
ロ
＆
翫
ぴ
n
飢
ぴ
ぽ
ぴ
ぱ
ー
．
4
翫
乱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
5
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
．

ク

ク

”

”

〃

ク

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

4
ク
ク
ク
〃
〃
ク
〃
〃
〃
〃
〃
ク
ク
〃
〃
〃
ク
〃
〃
〃
ク
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

海

陸
陸
海

〔機関二等兵曹ヵ〕25

兵長

兵長

二等兵曹

海．上等水兵

陸．兵長

陸．伍長

陸．兵長

海．〔水兵長ヵ〕

陸．兵長

陸．曹長

陸．上等兵

陸．曹長

陸．一等兵

陸．兵長

陸．兵長

陸．兵長

陸．軍曹

陸．上等兵

陸．伍長

3・

宏

ガ

四

頒

以

⑮

2。

宏

2
認

斑

訪

肪

η

宏

語

宏

お

別

宏

部

銘

2
路

舗

宏

肪

訪

怒

別

宏

2

⑳

部

路

5。

⑳

錨

勿

田

訂

詔

解

銘

［1日真田山陸軍墓地に建立された野田村遺族会の墓碑169基について］・・…横山篤夫

（2）

戦没死亡場所 村の軍人墓地　真田山陸軍墓地　字名 出典

アンダマン群島チャタム島

東太平洋

ニユーギニア

東部ニューギニア

東部ニューギニアマダン

南太平洋

アツツ島

父島附近

ソロモン群島

ビルマホトブイト

南西諸島方面

ビルマ

太平洋

ニユーギニア

南部ニューギニア島ホルランジャー

南洋群島方面

ニユーギニア

東支那海

南支那海

マレー半島

比島レイテ

ビルマ

西南諸島

金岡陸軍病院

比島リザルモンタルパン

日本海

香港九竜地区

中部沖縄

比島レイテ島カンギポフト附近

九州済生回〔会ヵ〕病院

レイテ島

沖縄

中支

比島ミンダナオ

宮城県第一病院

沖縄本島

中支

沖縄

中国湘南省

日本海

比島ルソン島

沖縄

帰郷死亡

東支那海

レイテ島ガンギボット山

タイシェット

戦病死

広東省センヱントミム村高地

山西省井城県嶺海

仙頭

N
N
N
N

N
N
N
N
NN
N
N

N
N
N
N
　
N
N
N
N
N
N
N
　
N
　
N
　
N
　
N

T
N

北野田

　ク

2の57　　　　〃

1の65　　　　〃

2の67　　　　ク

2の65　　　　〃

1の63　　　　ク

　　　　　　〃

　　　　　　ク

　　　　　　ク

　　　　　　ク

　　　　　　ク

1の61〔ヵ〕　〃

1の68　　　　〃

2の59　　　　〃

1の64　　　　〃

　　　　　　〃

　　　　　　ク

1の53　　　　ク

1の54　　　　〃

2の63　　　　〃

　　　　　　ク

　　　　　　ク

　　　　　　〃

　　　　　　〃

　　　　　　〃

　　　　　　〃

2の56　　　　ク

2の58　　　　〃

　　　　　　〃

2の53　　　　ク

1の62　　　　ク

2の62　　　　ク

2の61　　　　ク

1の57〔ヵ〕　ク

1の66　　　　〃

1の59　　　　〃

　　　　　　ク

1の69　　　　ク

1の56〔ヵ〕　ク

　　　　　　ク

　　　　　　ク

　　　　　　〃

　　　　　　ク

2の66　　　　ク

　　　　　　〃

　　　　　　〃

　　　　　丈　六

1の7　　　　〃

　　　　　　ク

遺族会名簿

〃

〃

ク

ク

ク

ク

〃

〃

〃

ク

ク

〃

〃

ク

ク

〃

〃

ク

ク

ク

〃

ク

〃
〃
〃
〃
〃
ク
ク
ク
〃
〃
ク
ク
ク
ク
〃
〃
ク
ク
ク
ク
〃
〃
ク
ク
〃
〃
〃
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整理番号　戦没年月日　　軍の階級 行年（歳） 戦没死亡場所 村の軍人墓地　真田山陸軍墓地　字名

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

銘

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

1
　
1
　
1
　
1
　
ー
　

ユ
　

ー
　

l
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1

30

24

8
3
1
2
4
9
1
6
1
1
3
2
5
2
8
8
2
0
1
0
H
2
2
0
1
0
1
4
2
6
9
1
5
3
0
7
8
1
2
2
4
1
0
1
0
2
2
1
1
9
1
1
2
6
1
2
5
2
9
2
5
2
0
1
3
2
8
2
9
6
2
3
1
8
7
7
1
9
2
1

皿
12

5
n
ぴ

7
H
10

61

6
1
1
2
7
6
4
8
Z
3
3
飢
3
Z
7
⑥
卍
⑥
L
4
己
ア
臥
皿
m
ア
且
凪
5
ロ
ぴ
L
皿
ぱ
且
O
U
1
2
2
1
8
1

2
．
3
．
4
．
　
，
．
．
．
．
．
5
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
5
9
7
8
，
．
．
9
．
O
L
．
a
．
．
　
3
　
．

4
ク
4
〃
4
〃
ク
〃
〃
ク
ク
〃
〃
4
〃
〃
〃
ク
ク
〃
〃
ク
〃
〃
〃
ク
〃
ク
〃
〃
0
1
3
3
〃
〃
3
ク
4
4
〃
4
〃
〃
”
ク
4
ク
”
ク

Q
ゾ
　

Q
V
　O
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

1
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
1
1
1
　
　
　
1
　
　

1
1
　
　1
　
　
　
　
　
　
1

29

30

30

32

29

2
　
32

盟

24

　
36

21

22

35

30

20

　
24

24

26

24

29

35

19

24

20

　
34

　
27

　
22

36

25

　
21

25

25

24

24

22

　
22

23

34

23

48

　
32

㌘
鷹
等

陸
陸
海

　

　

　

　

　

　

曹

　

　

　

兵

　
　
兵

　

兵

　
作
　
長
作

　

水
　
工
　
兵
工

長
等
　
等
長
生
等

伍

上

　
上
兵
衛
上

陸

海

　
海
陸
陸
海

長
　
長
長

兵

　
兵
曹

隆

　
陸
陸

㌫
籠
麗
口
賊
譜

陸
陸
陸
陸
陸
海
海
陸
陸
海

　

兵

兵

兵

尉

等
等
等

中
上
一
上

陸
陸
陸
陸

兵

兵

兵

兵

等
等
等
等
長
長

上

上

上

上

兵

兵

陸

陸

陸
陸
陸
陸

　

兵

兵

　

兵

兵

長

口　

等
等
　
等
等
兵

　
上
一
　
上
上
水

陸
陸
陸
　
陸
陸
海

安口省大湖県四面爽附近

ニューギニア

不明〔口口陸軍病院〕

南方

中部ブイリピン

トラック島

モロタイ島

レイテ島

ニユーギニア

ニューギニア

比島方面

ニューギニァマーク西北海上

湖南省

沖縄島摩文仁

沖縄

満州牡丹江

南太平洋

ビルママランショウ

ビルママンダレー王城

九州病院〔福岡陸軍病院ヵ〕

河北省療県大井ロ

ビルマ

比島ミンダナオ島ミサミス州

比島

沖縄方面近海

東南アジア

比島ルソン島

フィリピンルソン島

比島

奉天兵姑病院〔広島陸軍病院〕

大阪陸軍病院

支那地と南方高地

中国山西省

朝鮮竜山陸軍病院

中支方面

中支

北支

〔中華民国［：コ〕

中支

不明〔中華民国［：コ〕

ニユーギニア

ニユーギニア

中支

中支広東

ニユーギニア

ラバウルニューギニァ

ニユーギニア

外南洋方面

ニユーギニア

T
　
N
　

T
N

T
　
T
T
T
　
N

西部ニューギニアサマライ島ママテT

T

T
T
T
T
　
T
T

六丈

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

松

〃

　
〃

　

〃
　
ク
　
ク
　
〃
　
ク
　
〃
　
ク
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
ク
　
〃
　
〃
　
〃
　
ク
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
ク
　
〃
　
〃
　
〃
　
ク
　
　

ク
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ク

　
ク

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
ク

　
〃

　
ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

高

11

1
1
0
　
9
1
1

の

の

の

　
の
の

ー
　
リ
ム
　
2
　
　
　
1
　
リ
ム

　
ユ
　
　

の

の

の

の

2
　
1
　
1
　
1

幻〔

9
　
1
2
8
4

の

　
の
の

9
ム
　
　
　
リ
自
　
2

6
2
7
3
9
5
2
3
5
8

　
　
　
　
　

の

の

の

の

の

の

の

の

の

の

0
乙

　

－
　
∩
乙
　
1
　
2
　
1
　
り
6
　
2
　
2
　
0
／
一 M

31

41

48

の

の

の

の

1
　
9
匂
　
2
　
2

幻飢

6
2
3
2
0

5
3
3
4
4
3

の

の

の

の

の

の

1
2
n
乙
ウ
一
ウ
匂
9
臼

『
U
3
0

4
4
畠
4

の

の

の

1
　
1
　
1

　

め－
別
1

3
4
5

の

の

の

1
　
1
　
1
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（3）

出典



整理番号　戦没年月日　　軍の階級 行年（歳）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
0

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2

1
1

1
1
0
立

3
4

0
∨
Q
ソ

ー
　
－

26

7
1
8
2
8
2
5
2
3
2
0
1
4
9
2
1
2
5
9
1
4
1
4
2
0
8
6
1
0

皿

＆

7
臥

Z
n
吃

ぴ

⑥

ア

皿

ぱ

○

ぴ

凱

7
皿
6

4
4
〃
〃
〃
〃
ク
〃
〃
〃
〃
〃
ク
ク
〃
〃
〃
〃
〃
〃
4
ク
ク
〃
〃
〃
〃
ク
ク
ク
〃
〃
〃
ク
ク
〃
〃
4
〃
ク
5
5
3
4
4
〃
4
4
ク
ク

3
1
9
2
5
3
2
0
1
1
7
1
2
3
0
4
7
2
9
1
1
6
2
3
2
4
1
5
4
2
2
2
7
1
1
1
0
1
9
　
1
2
7
1
7
5
1
0

凪

臥

5
ぱ

⑤

ぱ

ぴ

5，

ぴ

Z
Z
ぴ

7
5
⑤

凱

㌘

ぴ

ぷ

ぴ

乱

n
ぴ

卍

　
7
吃
翫
臥
ぱ

5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
6
．
．
2
7
9
α
2
．
3
4
．
、

9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
　
　
9
9
9
9
9
　
9
9

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
　
　
　
　

1
　
1
　
1
　
11
　
　

1
　
1

陸．伍長

陸．上等兵

海．一等兵曹

陸．口
陸．伍長

陸．伍長

海．一等兵曹

陸．兵長

陸．伍長

海．一等兵曹

陸．兵長

陸．〔上等兵ヵ〕

陸．伍長

陸．兵長

陸．軍属

陸．伍長

陸．兵長

陸．伍長

陸．伍長

陸．伍長

海．整備兵長

陸．伍長

陸〔カ〕．兵長

陸．兵長

陸．伍長

陸．兵長

陸．兵長

陸．上等兵

陸．上等兵

陸．上等兵

海．軍属

陸．兵長

0
】
4
5

ウ
臼
2
2

3
8
5
9

ワ
一
2
2
9
一

4
6
9

2
9
“
ワ
匂

31

1
8
3
3

ワ
匂
5
2
4
4
ρ
0

3
2
2
2
ワ
“
6
2
3

つ
0

2
2
32

2
0
1
1
4
7
5
2
9
3
0
2

3
3
2
2
2
2
2
2
1
2
2
3

［1日真田山陸軍墓地に建立された野田村遺族会の墓碑169基について］・一横山篤夫

（4）

戦没死亡場所 村の軍人墓地　真田山陸軍墓地　字名 出典

南海方面

トラック島

太平洋

ニユーギニア

サイパン島

中支方面〔湖南省口〕

比島沖

南方〔レイテ島［：コ〕

レイテ島

比島方面

ビルマ

ソロモン島

東支那海

黄海方面

南洋

ニユーギニア

サイパン

ベシー〔バーシーヵ〕海峡北方

東部ニューギニァ

北朝鮮

比島イサベラ州マスガン

ミンダナオ島オモナイ

フィリピン

沖縄本島

〔比島［コバデブロン山西方〕

フィリピン

比島西方

比島方面

ルソン島

湖南省零陵丘拉病院

千葉県館山砲術学校

南方レイテ島

ルソン島ヌエバビスカヤ州

熊本沖輸送船内

沖縄本島

ビルマキンヂ東方

朝鮮コモウ山

中支第175病院

中支

ソ連シベリア太人治州

ソ連イルクーツク病院

ホルステン河畔イサンギン台附近

北支小西省水県上

フィリピンバターン半島

中支

支那海方面〔南支那海〕

ビルマ国モーライククレワ

ニユーギニア

中支漢口

T
T

T
T
T
T
TT
T
TT

T
T

T
T
T
T
T
T
T
T

T

T
T
T
T
T
T
T

N

N
NN

1の39

2の50

2の47

1の30

1の32

2の29

1の37

2の28

1の42

1の34

2の46

1の38

1の52

2の39

1の33

2の49
2の37〔カ〕

1の29

2の45

2の44

1の36

1の35

1の46

1の44

2の33

2の40

2の35

2の21

2の18

1の24

1の25

2の17

高　松遺族会名簿
〃

〃

ク

〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃
〃
ク
〃
〃
ク
ク
〃
ク
ク
ク
〃
〃
ク
〃
〃
〃
〃
ク
〃
ク
〃
〃
〃
〃
ク
〃
ク
ク
ク
〃
ク

西　野

ク

ク
〃
ク
〃
ク
〃

〃

〃

〃

〃

〃

ク

〃

ク

〃

ク

ク

ク

〃

〃

ク

〃

〃

ク

〃

〃

〃

〃

ク

〃

〃

ク

〃

〃

〃

〃

ク
ク
〃
〃
ク
〃
ク
ク
ク
〃
ク
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
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整理番号　戦没年月日　　軍の階級 行年（歳） 戦没死亡場所 村の軍人墓地　真田山陸軍墓地　字名 出典

201　　　　1944．10．10

202　　　　ク．12．8

203　　　　ク．10．11

204　　　　　　〃　．　9．21

205　　　　　　ク　．12．　7

206　　　　　　〃　．10．26

207　　　　　　〃　．　9．15

208　　　　　　ク　．　2．26

209　　　　　　〃　．2．24

210　　　　　　〃　．　5．27

211　　　　ク．11．20

212　　　　　1945．　5．30

213　　　　　　ク　　3．29

214　　　　　〃　　4．24

215　　　　　ク　．4．1

216　　　　　ク　　2．10

217　　　　　〃　　6．20

218　　　　　〃　　4．22

219　　　　　〃　　6．30

220　　　　　　　〃　　　1．18

221　　　　〃　　2．23

222　　　　　ク　　7．14

223　　　　　　〃　　3．21

224　　　　　　ク　　6．30

225　　　　　　〃　　4、24

226　　　　　　ク　　6．12

227　　　　〃　4．5

228　　　　 ク　 7．30

229　　　　　　〃　　2、20

230　　　　〃　9、5

231　　　　　　ク　　　8、23

232　　　　〃　2、26

233　　　　　〃　　7、15

234　　　　1946．3．28

235　　　　　　ク　．3．17

236　　　〈　　〃　．2．12＞

237　　　〈　1944．9　13＞

238
” 2瓢豆’’’”　194411、15

240　　　　　1942．4．　6

241　　　　　1948．8．20

242　　　　　1944．10．27

243　　　　　　ク　．6．18

244　　　　　1928．12．4

　

兵
兵

長
等
等
長

兵
上
上
兵

陸

陸

海
陸

兵等一陸

　
　
　
兵

兵

　
　
水
　
　
　
兵

等
尉
長
等
長
長
曹
等
長

上

中
伍
上
兵
伍
軍
上
兵

陸
陸
陸
海
陸
陸
陸
陸
陸

陸．伍長

海．兵曹

陸．伍長

海．二等兵曹

陸．上等兵

海．水兵長

陸．上等兵

陸．兵長

8
0
6
7
3
9
7
2
0
6
6
8
7
8
3
2
3
4
5
3
　
3
5
8
7
2
1
7
1
7
1
3
6
2
9
6

1
4
2
3
2
1
2
3
3
3
3
2
2
3
2
2
3
3
2
2
　
3
2
3
3
3
3
2
2
3
2
2
2
2
3
3

南洋諸島

中国湖南省

中支衡陽〔衛陽〕

ブイリピン

ボーゲンビル島

南太平洋

中支

ニューギニア

南洋群島ブラウン島

ニューギニアゲニモ

レイテ島西方海域

比島ネグロス島

比島ルソン島アンチボロ

フイリピンマラシクラーク地区

比島

中支〔湖北省口口病院〕

沖縄島

ニユーギニア

比島レイテ島カンギボッート山

台湾沖

ブイリピン

ルソン島

蒙古李家庄

レイテ湾

比島方面

金岡陸軍病院

比島マニラ

マニラ

ミンダナオ島

満州遼陽陸軍病院

比島マニラ

比島マニラ

フイリピン

湖南省衡陽県68野戦病院

ソ連チタ地区モロドイ収容所

〈野田村西野の自宅〉

〈朝鮮木浦沖海上〉

コスソモリスク収容所

陸：w軍属

陸

陸

海

海

陸

5i

24

24

34

30

N
N
N
N
　

N

N
N
N
N
N
N
N
N
N

N

N
N
　N

N
N
N

2の19

1の19

1の21

1の23

1の22

1の28

2の26

2の27

1の15

2の85

2の14

ユの14

1の16

2の20

2の24

1の18

2の16

1の17

2の15

2の25

1の20

ニューギニァ島

比島ルソン島

ソ連（病）

ブイリピン

インド洋

ジ運：ぐ天云『ラ嘉院

満州新京陸軍病院

中華民国湖口省

中支漢ロニ於戦死

中華民国［：＝コ

N
N
N
N
N
N

2の22

1三56・』’

西　野遺族会名簿

〃

〃

〃

ク

〃

ク

ク
〃
〃
〃
ク
ク
〃
〃
〃
〃
ク
ク
ク
ク
ク
〃
〃
〃
〃
〃
ク
〃
ク
〃
〃
〃
ク
〃
〃
ク
〃

〃

〃

ク

〃

ク

ク
〃
ク
〃
ク
〃
〃
〃
〃
〃
ク
〃
ク
〃
〃
〃
ク
〃
ク
〃
ク
〃
〃
ク
〃
〃
ク
〃
ク
ク
〃
〃

丈六野田軍人墓地
　　　関係者　・覧表
大美野　　　〃

　〃　　　　　　　　　〃

草　尾　　　ク

　〃　　　　　　　　　　〃

　、．＿．．．．＿．．一．．㌘『一＿．．．

245

246

247

248

249

250

1946、1．18　陸．伍長

〔1942．7．12カ〕陸．上等兵

19453．30　陸．兵長

1944．6．10　海．一等機関兵

亡：＝＝＝］　陸．中尉

il二1：：llll：lll：：li　陸．一等兵

1の10

1の12

1の13

1の26

1の27

1の55

文銘碑
墓
〃
ク
〃
ク
〃

山田真

226



［旧真田山陸軍墓地に建立された野田村遺族会の墓碑169基について］……横山篤夫

（6）

整理番号　戦没年月日　　軍の階級 行年（歳） 戦没死亡場所 村の軍人墓地　真田山陸軍墓地　字名 出典

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5

5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

1945．5．19　陸．上等兵

　　　　　　陸．兵長

1945．4．16　陸．伍長

　〃．12．1　陸．上等兵

　〃．3．1　陸．曹長

1946［：コ　陸．兵長

1945、［＝コ　陸、上等兵

　　　　　　陸．兵長

［コ．8．25囲陸．軍曹

．．二llll：二⊃　海．上等兵

1944．3．12〔切陸．中尉

1945ω［コ　海．上等兵

1946．6．25　陸．伍長

1944．8．11　陸．上等兵

　ク．7．26　陸．伍長

比島ミンダナオ島〔カ〕

比島ルソン島バギオ〔カ〕

中華民国［＝コ

ビルマ国ペクロニ於

大阪陸軍病院

シベリア［：］病院

ビルマ方面二於

ビルマ国スレン於

1の60

1の67

1の71

2の13

2の23

2の34

2の38

2の51

2の52

2の55

2の60

2の64

2の79

2の81

2の83

　　　真田山墓碑銘文

北野田　　　”

南野田　　　〃

ク

ク

〃

〃

〃

ク

ク

ク

〃

〃

ク

266

267

268

陸．伍長〔ヵ墨書〕

海．一等［＝：コ

「陸」〔墨書、海軍一等機関兵ヵ〕

1の41

1の47

1の48

ク

ク

ク

〃

出典と註①整理番号1～238は，野田村遺族会作成「日清・日露・日支・大東亜戦　戦死・病没者　御芳名」のうち，

　　　　　氏名と戒名を除き収録し，村の軍人墓地と真田山陸軍墓地の墓碑の有無を付記した。整理番号239～244は「野

　　　　　田軍人墓地関係者一覧表」　（野田軍人墓地会作成）で野田村遺族会作成の名簿に掲載されていない6人分を，

　　　　　氏名，法名，遺族関係を省略して収録した。整理番号245～268は，上記の名簿に収録されていないが，真

　　　　　田山陸軍墓地に墓碑が建立されている24人分を，墓碑銘文によって採録したが，氏名は省略した。なを全

　　　　　般にわたり「登美丘軍人墓地」　（名簿）によって確認をした。

　　　　②戦没年月日は和暦表示を西暦表示に改めた。

　　　　③軍の階級は真田山陸軍墓地の墓碑銘文によるが，一部は他の名簿によったものもある。「陸，海」は陸軍，

　　　　　海軍の略表記で，階級は出典に従った。但し整理番号は268は，遺族会役員が判読しにくかったものに墨

　　　　　で加筆して「陸軍」としているが「海軍一等機関兵」と筆者は判読した。266，267，268は氏名も判読で

　　　　　きなかった。

　　　　④口は文字の判読できない箇所を，i二二liは文字があると推定されるが，有無も確認できなかった箇所を，〔ヵ〕

　　　　　は墓碑銘文の推定判読箇所を，　〈〉は「野田軍人墓地関係者一覧表」からの補充を示す。

　　　　⑤村の軍人墓地は，南野田，北野田，西野を主に範囲とする野田軍人墓地をNで，高松，丈六を主に範囲と

　　　　　する登美丘（高松）軍人墓地をTで表示した。

　　　　⑥真田山陸軍墓地に墓碑が建立されている169人分は，図2配置図に照合する番号を記した。通路側の「南河

　　　　　内郡野田村遺族会」の石碑のある側から第1基，第2基と数え，その前に西側を1列，東側を2列目と表

　　　　　示した。従って1の1は1列の第1基，2の10は2列の第10基の墓碑を表示する。
　　　　⑦字名は基本的には名簿によるが，一部は遺族会関係者の記憶で補った。
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一括した。ところで戦没者の年別に，そのどれ

だけが真田山に墓碑を建立されたかを見ると，

全体では268人中の169人なので建碑率は63．1％

になる。そのうち15年戦争の前期（1941年頃

迄）が平均建碑率を5ポイント上廻っているこ

とが目につく。戦没者が未だ少数だった時期，

戦没者は「名誉の戦死」として盛大な葬儀が村

を挙げて営まれていた。そのことの記憶が，村

を挙げての真田山への墓碑建立に投影されたの

ではないかと思われる。戦後期は，建碑された

のが1948年なので，それ以後に戦病死やそれが

確認された3人は母数に入れるのはおかしいの

で，3人を差し引いた建碑率を〈　〉に表示し

た。しかし全般的にみて，1937～1948年間では

特に大きな差異はみられない。1928年以前の建

碑率が一番低いが，母数が6人と少ないのでこ

こでの分析は省略する。

　次に野田村の字別の名簿の人数と真田山の墓

碑数，地元軍人墓碑数をまとめたのが表4であ

る。この碑の建立された時期と名簿の作成され

た時期を，時間順に並べると次の様になる。

　ユ948年9月24日　旧真田山陸軍墓地に野田村

　　　　遺族会が169基の墓碑建立

　1950年4月　野田村が合併して消滅するに際

　　　　し，遺族会が名簿作成

　1950年　この年頃野田村軍人墓地を，北野田

　　　　駅前西側の土地の無償貸与をうけて造

　　　　成する。

　1952年　この年頃高松共同墓地の一角に登美

　　　　丘軍人墓地を造成する。

　1991年5月　この頃登美丘軍人墓地，広場を

　　　　半分売って整備。同時期その名簿が作

　　　　成されたものと推定される。

　1997年6月

　　　　人墓地関係者一覧表」作成される。

表3　野田村年別戦没者数

年次（和年号） 戦没者数（内真田山建碑者〉 小計

1895（明治28）

1898（明治31）

1905（明治38）

1912（明治45）

1919（大正8）

1928（昭和3）

1937　（日召矛日12）

1938（昭和13）

1939（昭和14）

1940　（日召矛015）

1941（昭和16）

1942　（田召禾017）

1943（昭和18）

1944（昭和19）

1945　（田召禾日20）

1946（昭和21）

1947〔昭和22）

1948　（日召禾023）

1949（昭和24）

1950　（日召禾［125）

1952　（田召禾日27）

1957（昭和32）

戦没死亡年不明

　合　　　計

1
1
1
1
1
1

1
5
8
2
ρ
O
7
6
7
5

1
1
7
0

　
　
　
1
U

。
－
－
。
1
1
…
；

（1）

（1）

（1）

l
i
｝

（7）

　6　（3）

建石卑率500％

22　（15）

”　68．2％

215　（135）

ク　62．8％

　15　（7）

〈　〃　5＆3％〉

（9）　　　　　　　10　 （9）

　　　建石卑率63．1％　（169）

出典：表2から作成。

表4　字別軍人墓地建碑数と建碑率

字　名　戦没者名簿
　　　　　　　地元軍人墓地
真田山（建碑率）
　　　　　　　野田　　登美丘

（地元建碑率）

南野田

北野田

丈　六

高　松

西　野

不明・他

」
4
5
4
ワ
一
6
一
7

4
5
3
ρ
O
」
4
一
2

5
8
5
2
7
一
2

2
2
2
4
2
’
2

（56．8）％

（5α9）

（73．5）

（67．7）

（5＆7）

（81．5）

4
1
5

2
3
5
〒
5

2
一

5
3
1
4

（54．5）％

（56．4）

（58名）

（69．4）

（54．3）

（18．5）

合　計 268 169　　　（63．1） 90 58 （55．2）

出典：表2から作成。

北野田駅前再開発事業で，野田軍人墓地は南へ移転。そのためこれ以前に「野田軍

　真田山と地元の軍人墓地では，数年も建碑の時期は開いていない。しかし地元の軍人墓地の方が

野田村全体で8ポイントも低くなっているのは，既に真田山にまとめて造ったという意識もあった
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であろうが，戦後数年たって戦没者への新たな追悼の動きに対し，目前の生活を優先する考えが台

頭してきたことを推定させる。この比較を通して，むしろ戦後すぐの1948年に，遺族会が作った名

簿を補足した268人の戦没者の63．1％もの遺族の同意をとりつけて真田山に，建碑したことのエネ

ルギーと村の熱意が大変なものであったことを考えさせられる。

　字別に見てゆくと，真田山では丈六と高松の建碑率が高く，地元の軍人墓地でも順位は入れ替る

が高松，丈六が高率になっている。しかしここでは，逆に建碑率が低かったところに注目し，何故

村を挙げての建碑運動に参加しなかった人がいたのか，を分析してみたい。真田山で建碑率が低か

った順は，北野田50．9％，南野田56．8％，西野58．7％で，地元軍人墓地の場合でも西野54．3％，南

野田54、5％，北野田56．4％と順は入れ替るが，この3つの字が村全体の建碑率の平均を下廻ってい

る。

　当時不参加を決めた遺族の話を直接伺えれば一番明瞭に確かめられるが，その時に不参加の決断

をした遺族の多くは既に物故されており，ご存命でもプライバシーに深くかかわるこのテーマでの

聞きとりは揮かられる。そこで間接的に傍証から考察してみる。建碑率の低かった南野田，北野田，

西野は，いずれも南海線北野田駅に近く，高松・丈六よりも様々な情報が伝わり易く，物事の判断

を下すにあたり共同体的規制がよりゆるやかであったであろうことは，立地条件から推論される。

野田村の中では商業の比率も高く，人の移動も多かった地域といえるであろう。

　また，先に見た野田村の概況で触れたが，西野から丈六にかけては高級住宅街が形成されており，

都市部から移り住んだ住民の中には，必ずしも野田村に愛着を持って共同の建碑事業に協賛する考

えの人ばかりではなかったことも推定される。この高級住宅街とは別に，沢田正二郎と並んで新国

劇をつくり上げてきた倉橋仙太郎が結核に倒れてその後療養のため西野に移り住んで，1923年（大

正12）3月には「新文化村」の建設の運動を開始していた。この「新文化村」運動を掘りおこして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　
位置づけた北崎豊二氏は，次の様にまとめている。

　　仙太郎は新文化村に「民衆大学」として，社会主義講座や社会問題講座を開いたが，それに水

　　平社の西光万吉や阪本清一郎らを招き，新文化村のものはもとより，周辺の村の農民にも水平

　　運動や社会主義についての理解を深めるように努めた。民衆学校や民衆劇団（第二新国劇）は

　　存在期間こそ短かったが，そこから大河内伝次郎・原健策・金井修・金剛麗子らの俳優を生ん

　　だほか，劇団の公演活動において，被差別部落民や　　　　　　、

　　農民組合員の支持を得，部落解放運動との結びつき

　　を深め，それらの発展にも貢献した。したがって，

　　新文化村は，武者小路実篤の「新しき村」ほど有名

　　ではないが，その存在意義は大きい。

　倉橋仙太郎の呼びかけに共鳴した文化人・芸術家らが，

仙太郎の考案した合理的な「新文化村住宅」に住みつき，

西野から野田村に新しい空気が拡がったことは間違いな

い。移り住んだ中には，社会主義者，社会運動家として

活躍した難波英夫もいて，部落解放と社会主義を主張す

　　　　　　　　　　　　　　　ロめ
る『ワシラノシンブン』を創刊した。

表5　旧野田村の農地改革

買 収 売 渡
年　度

件数 面積 件数 面積

反　歩 反　歩
1946 12 17，521 19 17，521

1947 79 633，404 341 613，209

1948 118 73223 135 60，721

1949 32 49，906 41 49，906

1950 9 15，526 15 16，704

1951 5 8，712 27 11，823

1952 3 6922 1 1，125

合　計 259 805，515 579 771，219

出典：『登美丘町史』52頁表から一部引用
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　こうした土壌の上に，1946年2月と9月に農地改革が進行した。表5に旧野田村の農地改革の進

行を示す統計を引用したが，真田山への建碑事業がとりくまれた1947～48年は，買収・売渡しとも

に最も動きが大きかった年であり，従来の価値観が大きく崩れた時期と重なっている。

　これらの要素が総合して，遺族の中でも建碑事業に不参加の意志表示をする人々が出現したもの

と考えられる。ただその場合も，個人としての不参加であって，遺族会が村を挙げて進めようとす

る建碑事業そのものには反対していない。このことは，戦後間もなくで敗戦による価値観の混乱は

あっても，直接・間接の戦争体験者として戦没者に対する哀悼の意を建碑事業という形で示すこと

に反対しないという共通意識が汎く存在していたことを窺わせる。

　なお表4に集計された「不明・他」の27人についてみておきたい。真田山の建碑の1年半後に作

成された遺族会の名簿に収録された238人以外に，真田山に墓碑が建立された人が25人（うち3人

は氏名が判読できないので遺族会名簿に重複して収められている可能性もある），さらに遺族会の

名簿に収録されていないが野田軍人墓地関係者一覧表に名前が登場する人が6人いる。そのうち字

名が判明しない人と他村にいる人が27人になる。このうち22人が真田山に碑を建てられていること

から，名簿作成前には野田村に住んでいてその後転出した人，つまり22人が疎開して来ていた人の

可能性が強い。事実，このうちの判明した2例については疎開していたことが確認できた。この内

容については，後に具体例をとりあげてみる。

　続いて真田山に建立された墓碑の配列を検討するため，表2と関連して作成したのが図10である。

　この配置図で明らかになることは，1列目と2列目が向かい合わせに建てられているがそれを北

から南へと，丈六・西野・高松・北野田・南野田と字別でブロックに区切っていることであろう。

さらにその内部をみると，陸軍と海軍，将校と下士官，兵士の墓碑が一貫性がなく混在している。

旧真田山陸軍墓地は，他に海軍の墓碑はなく，また将校，下士官，兵士が整然と区画を別にしてい

るだけに，野田村のこの特異性は際立っている。特に将校，下士官，兵士は，規定により規模に大

小の差があるが，野田村のものは全部兵士の規格で，基壇の部分が一般の兵士の規格の約4分の1

しかない。また行政文書では字名を書くにあたっては大体決まった順番があり，遺族会の名簿もそ

れを踏襲している。南野田，北野田，丈六，高松，西野というその順と，墓碑の順番は違っている。

　この基壇が小さいのは，前に聞きとりからわかったように戦没死者の遺骨を埋葬するというより，

記念品を納めるためであったからであろう。また規格を同一にしたのは，遺族会が村の応援を得て

事業として進めるためには，兵士の遺族を含む全体の同意が不可欠だったからと考えられる。

　配列については，地元の野田軍人墓地の1997年の移転に際し，抽義で位置を決めたということだ

ったが，恐らくはこの時もそうしたのではないかと推定すると納得できる。字毎の順番も同様だっ

たのであろう。

　4　真田山での祭祀について

　こうして建立された169基の墓碑は，遺族にとって現在どのような存在になっているかを続いて

検討してみる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヱの
　初めに現在も旧野田村の西野に住んでいる木村和子氏からの聞きとりの一部を紹介する。

　　私は1923年1月に大阪市内で生まれました。結婚した夫は大阪市の九条新道で商売をしていま
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　　して，一緒に働きました。1940年に主人の両親がここに土地を買い家を建てました。その直後

　　の1940年4月19日，夫の長兄が中国で戦死しました。遺骨は主人の両親の出身地の和歌山に埋

　　葬しました。美は三男でしたが，1945年の大阪の大空襲で焼け出され，両親を頼って父母と同

　　居しました。それ以来，ここに住み続けて今日に及んでいます。ですから，1948年に真田山に

　　墓碑を建てるというお話は，両親がかかわっていたと思いますが，詳しい経過はわかりません。

　　松井良一さんという大きな地主さんだった方達が一生懸命やっていたようです。なぜあんなに

　　遠くにまつったのか，と思いましたが，三男の嫁ですし尋ねたことはありません。はじめの頃

　　は村からそろってお参りに行ったとも聞きました。父は毎月19日には和歌山までお墓参りに行

　　っていました。父母が亡くなってからは盆とお彼岸には和歌山に墓参に行くようにしています。

　　家に仏壇があり，北野田駅前に軍人墓地が出来てからは，毎月19日にはここにお参りしていま

　　す。ここでは共同の慰霊祭とかはしていません。お盆の前に草とりをするといった時に皆さん

　　に通知して都合をつけた方々とご一緒するといった程度で，あとは皆さんが夫々に命日の日に

　　お参りをしているようです。それから暫くして主人が遺族会の役員を引き受けて，主人が亡く

　　なった後は私がお手伝いするようになりました。野田軍人墓地に行った時が，一番亡くなった

　　義兄にお参りしている感じがします。真田山にはいつか行かなくては，と思いつつもなかなか

　　行けてません。西野の文化村というのは，私の家の近くにもありました。倉橋仙太郎さんのお

　　宅は，私の家の奥にありました。少し前迄は，学者や画家のいた階段の家が何軒か残っていま

　　した。

　遺族会の役員もした木村和子氏にとっても，真田山の墓碑は気にかかるが遠い存在になっている

ようである。多くの遺族にとって，真田山の墓碑は実際の距離以上に遠い存在になりつつあるよう

である。そして遺族も次の世代になると，真田山は更に遠く意識からも脱落しつつある傾向もみら

れる。

　一方戦時中野田村に疎開して，その後野田村を離れた遺族の場合はどうか。確認できた二例のう

ち，野田村を去る時期が早く遺族会が1950年4月に名簿を作る少し前に大阪市内に戻った小島崇右

氏の場合，真田山に墓碑は建立されたが戦死した父の名は名簿に掲載されていない。もう一人は，

野田軍人墓地が出来る頃迄南野田に居た場合だが，遺族会の名簿にも掲載され，野田軍人墓地にも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヱリ
建碑している。ここでは遺族会の名簿に掲載されていなかった小島氏の聞きとりの一部を引用する。

　　私は大阪市内で1936年1月12日に生まれ，国民学校の3年生の頃に一家で疎開して野田村に来

　　ました。まだ大阪が空襲を受ける前でした。弟は集団疎開をしています。私は小さかったけれ

　　ど，祖父が始めて父も継いでいた熔接の仕事を職人さんを使って一家でやっていた跡とりとい

　　うことで祖父母と父と一緒でしたが，母は下の弟達と今の大東市のあたりに疎開しました。北

　　野田駅のすぐ南側の東手に，疎開者を対象とした6軒長屋が何棟か建てられて，そこが手狭で

　　あったこともあるし，親と祖父母との関係で何かあったのかもしれませんが，母と離れて淋し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんだち
　　い生活でした。転校した国民学校では「あ・新建の……」といわれましたから，同じように疎

　　開してきていた人が相当いたと思います。この南野田の長屋に父の召集令状が来ました。父は

　　大阪市西淀川区から出征してゆきました。そして再び帰っては来ませんでした。1945年4月16

　　日，フィリピンのルソン島で戦死したそうです。遺骨が帰ってきたのですが，おかしなことに
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　　2度来ました。2度目の時，木の箱をこっそりあけてみました。何かが焼けたカケラのような

　　ものが入っていました。この遺骨は，暫くしてから祖父母と母も来て皆で高野山に行って永代

　　供養をしてもらいました。戦争が終って間もなく，新制中学の2年生の時に大阪市内に戻りま

　　した。祖父母と跡とりだということで私とで，熔接の仕事を再開しました。母は結局弟達と別

　　のところで暮らして，日常の往来もなく，今もそのままです。私は高校に進学したいと言った

　　のですが，祖父は熔接の仕事に学歴はいらん，早く働くようにということで，定時制高校に1

　　年程行ってやめました。職人さんを使って働くと，職人さんの来る前後に用意や片付けがあっ

　　て，学校に通うのは無理がありました。父の墓は真田山にあると祖父母に連れられて盆と彼岸

　　にお参りに来ました。祖父母が死んでからも，私にとっては，真田山にお参りした時に死んだ

　　父を一番身近に感じています。今も欠かさず盆と彼岸にはお参りに来ています。2，3日前に

　　供えたお花をみると，母と弟達がお参りに来たのだと思います。真田山に父の墓碑を建てられ

　　た経過は全く知りませんでした。大阪市か旧軍の関係で造ってくれたのだとばかり思っていま

　　した。でも周辺でお参りする人が少ないとは感じていました。祖父が死んで暫くして真田山に

　　お参りに来た時，以前連れられてお参りした時と位置が少し変って全体に奥の方に寄せられて

　　いたような気がします。私が生きているうちは真田山にお参りに来ようと思っていますが，子

　　どもは娘1人で結婚していますし，私達夫婦は自分達だけで永代供養してくれるところに入っ

　　て娘には世話にならない心算です。

　小島氏の場合，地元の軍人墓地には関係がないため，真田山の墓碑が一番親しく戦死した父親を

想う場，追悼する場になっているようであった。しかし真田山をそうした場として維持するために，

戦後間もなくから財団法人大阪靖国霊場維持会や，地元の町自治会の方々等の献身的な努力，奉仕

があったことについては全くご存知なく，「そういうことだったのですか」と何度も頷いておられ

た。しかしこうした想いは，次の世代に引き継がれる可能性は少なく，真田山に野田村遺族会によ

って建立された169基の墓碑の祭祀については，追悼の主体であるはずの旧野田村の戦没者の遺族

の世代交代とともに，地元であると転出者であるとにかかわらず，その意識から影が薄くなりつつ

あるように思われる。

おわりに

　現在急速に変貌しつつある大阪近郊の大阪府南河内郡旧野田村の遺族会が，旧真田山陸軍墓地内

に建てた169基の墓碑について，さらに地元に建てた墓碑とも比較しながら一部推論を含みつつ現

在まで判明したことを述べてきた。

　ここではそれらをまとめて整理しておきたい。

　（1）　「大阪府南河内郡野田村遺族会」という一村単位の遺族会が，一括して戦没者の墓碑を建立

　　する事業を進めた中心人物は物故し，書類も処分されていて一次史料からその事業の意図など

　　を明らかにすることはできない。しかし前後の状況から，野田村が隣…村と合併して新町制が発

　　足する前に，野田村独自の事業として墓碑建立が企画され，財団法人大阪靖国霊場維持会の成

　　立がその受け皿となり，村を挙げての事業として推進されたものと思われる。

　（2）旧真田山陸軍墓地の墓碑は，遺骨の収納というより記念品を納めるものとして建てられ，旧
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　　陸軍の規格より小さなスペースに統一された。また村の戦没死者全体を対象とするということ

　　から，陸軍と海軍も同じに扱い，併せて将校も下士官も兵士も同じ戦没死者として同一の規格

　　の墓碑で扱った。建立の場所も差別がない。

　（3）野田村の全戦没死者を真田山に墓碑建立する対象としたことは，疎開者の墓碑が存在するこ

　　とからも間違いないであろう。しかし，必ずしも全員が賛同した訳ではなく，約37％の遺族は

　　不参加であった。反面からいえば戦後の価値観の急激な変動のなかで，よく63％もの賛同をと

　　りつけたともいえよう。その後地元に建てた墓碑の場合も同様である。

　（4）1950年頃に地元でまず野田軍人墓地が，そして1952年頃に登美丘軍人墓地がつくられ，身近

　　かにお参りする対象が出来ると，真田山からは次第に足が遠のき，特に企画の中心になった人

　　物が相次いで亡くなり，世代が交代されるなかで，真田山の旧野田村の軍人墓地については認

　　識が薄くなりつつある。

　（5）世代交代による祖先に対する祭祀の継承が困難になっているのは，現在の日本の一般的状況

　　だが，特に真田山に建立された旧野田村の169基の墓碑については，これまで見てきた状況か

　　らそれが特に著しくなっている。

　以上，旧真田山陸軍墓地の全体像からみれば，この野田村遺族会建立の169基の墓碑は，旧軍の

建立・管理した陸軍墓地の墓碑とは明らかに異質な存在であって，そういう意味では明確に区別し

て扱う必要がある。しかし同時に，この旧陸軍墓地が戦後どの様に扱われ意識されてきたかを検討

する上では，その存在自体が貴重な資料としての性格をもっているとも言えるであろう。

　この小稿をまとめるにあたり，旧野田村の遺族会をはじめ関係する遺族の方々と，財団法人大阪

靖国霊場維持会には大変お世話になった。記して厚く感謝の意を表したい。
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